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第１章　会計の目的　問題 第１章　会計の目的　問題

問題 １− １ 　公会計の目的

次の文章の空欄に語句を記入しなさい。なお、記入に用いる語句は、指定するものの中

から選ぶこと。

公会計（特に地方公共団体の会計）は、（　Ａ　）に対して（　Ｂ　）の説明・報告、

地方議会における予算・決算審議での利用などに必要な情報を（　Ｃ　）によって提供す

ることを主な目的としている。

なお、公会計（地方公共団体の会計）には、様々な会計があり、大別すると（　Ｄ　）

と（　Ｅ　）に分類される。

（　Ｄ　）は一般の歳入歳出を経理する会計であり、（　Ｅ　）は特定の事業を行う場合、

（　Ｄ　）と区分して経理する必要がある場合などに行われる会計である。

また、（　Ｄ　）と（　Ｅ　）の一部をあわせて（　Ｆ　）とよばれ、（　Ｅ　）の一部

と公営企業会計（上下水道事業、病院事業など）をあわせて（　Ｇ　）とよばれる。

＜語群＞

・都道府県民　・地域住民　・行政活動　・政治活動　・財務諸表　・決算書

・普通会計　　・一般会計　・特別会計　・特定会計　・企業会計　・公営事業会計

〔答案用紙〕

Ａ≥

Ｂ≥

Ｃ≥

Ｄ≥

Ｅ≥

Ｆ≥

Ｇ≥
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第１章　会計の目的　問題 第１章　会計の目的　問題

問題 １− ２ 　企業会計の目的

次の文章について、正しいものには○、誤っているものには×をつけなさい。

１ ≥ 企業会計（財務会計）は、企業外部の利害関係者（投資家や債権者など）に対して、

収益力や返済能力を判断するためなどに必要な情報を財務諸表によって提供することを

主な目的としている。

２ ≥ 企業は所有している財産を運用して事業活動を行っているが、企業の維持、発展を図

るためには過去の事業活動を反省するとともに、将来のための資料を用意しなければな

らない。そこで、現在の財産の運用状態を明細に記録し、それに基づいて一定期間の納

税実績と一定期日の財政状態を明らかにする必要がある。

〔答案用紙〕

１ ≥ ２ ≥
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第２章　公会計と企業会計　問題 第２章　公会計と企業会計　問題

問題 ２− １ 　損益計算書⑴

次の １年間の資料に基づいて当期純利益を算定しなさい。

受取手数料	 合計￥5≤000≤000

給料	 合計￥2≤000≤000

水道光熱費	 合計￥　500≤000

消耗品費	 合計￥　450≤000

雑費	 合計￥　350≤000

〔答案用紙〕

－￥

＜収　　　益＞ ＜費　　　用＞ ＜当期純利益＞

受取手数料 消 耗 品 費

雑 費

水道光熱費

￥

￥

￥

￥

￥給 料

＝￥
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第２章　公会計と企業会計　問題 第２章　公会計と企業会計　問題

問題 ２− ２ 　損益計算書⑵

次の一会計期間の資料に基づいて損益計算書を作成しなさい。

受取手数料　￥150≤000　　受取利息　￥ 30≤000　　給料　￥ 54≤000

水道光熱費　￥ 14≤000　　消耗品費　￥ 29≤000　　雑費　￥ 18≤000

〔答案用紙〕

損 益 計 算 書

自×1年 ４ 月 １ 日　至×2年 ３ 月31日○○商店 （単位：円）

費 用 の 部 金　額 収 益 の 部 金　額
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第２章　公会計と企業会計　問題 第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題

問題 ２− ３ 　貸借対照表

次の資料に基づいて貸借対照表を作成しなさい。

現金　　￥450≤000　　建物　　￥300≤000　　備品　￥50≤000

借入金　￥300≤000　　資本金　￥500≤000

〔答案用紙〕

貸 借 対 照 表

×2年 ３ 月31日現在○○商店 （単位：円）

資 産 の 部 金　額 負債・純資産の部 金　額
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第２章　公会計と企業会計　問題 第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題

問題 ３− １ 　仕訳

次の取引の仕訳を行いなさい。

４月 ３日　現金￥200≤000を借入れた。

５日　備品￥100≤000を現金で購入した。

９日　手数料￥400≤000を現金で受取った。

15日　車両運搬具￥150≤000を現金で購入した。

25日　給料￥130≤000を現金で支払った。

28日　水道光熱費￥80≤000を現金で支払った。

30日�　 ４ 月 ３ 日に借入れていたうち、￥80≤000を利息￥2≤000とともに現金で支払っ

た。
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第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題 第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題

問題 ３− ２ 　仕訳及び転記

次の取引の仕訳を行い、勘定口座へ転記しなさい。

４月 ４日　現金￥300≤000を借入れた。

６日　土地￥150≤000を現金で購入した。

12日　現金￥50≤000を貸付けた。

15日　手数料￥350≤000を現金で受取った。

25日　給料￥185≤000を現金で支払った。

28日　水道光熱費￥70≤000を現金で支払った。

30日�　 ４ 月12日に貸付けていたうち、￥40≤000を利息￥1≤500とともに現金で受取っ

た。

現 金

貸 付 金

土 地

借 入 金

受 取 利 息

受 取 手 数 料

給 料

水 道 光 熱 費
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第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題 第３章　取引・仕訳・勘定・試算表　問題

問題 ３− ３ 　合計残高試算表

下記の勘定口座に基づいて合計残高試算表を作成しなさい。

現　　　　　金

300≤000 150≤000
350≤000 50≤000
41≤500 185≤000

70≤000

貸　　付　　金

50≤000 40≤000

土　　　　　地

150≤000

借　　入　　金

300≤000
受　取　利　息

1≤500

受 取 手 数 料

350≤000

給　　　　　料

185≤000

水 道 光 熱 費

70≤000

〔答案用紙〕

合計残高試算表

×2年 ４ 月30日 （単位：円）

借　　　　方 勘　定　科　目 貸　　　　方
残　　高 合　　計 合　　計 残　　高

現 金

貸 付 金

土 地

借 入 金

受 取 利 息

受 取 手 数 料

給 料

水 道 光 熱 費
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